
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １００６ 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 （学）世界史（古代・中世） 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「詳説世界史」 （山川出版） 

副教材等 新課程 ニューステージ世界史詳覧 （浜島書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史という時間軸を感じる。 

・歴史的事象に「なぜ」の視点を持つ。  

・各地域や各国の歴史を知り、現在に至る様々な諸問題の根底を知る。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や日本の歴史と関連付 

けながら理解するとともに，諸資料から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べ 

まとめる技能を身に付けるようにする。 

・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，

比較，相互の関連や現代世界とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的

に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構

想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を

主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵 

養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重すること 

の大切さについての自覚などを深める。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

世界の歴史の大きな枠組み

と展開に関わる諸事象につ

いて、地理的条件や日本の

歴史と関連付けながら理解

しているとともに、諸資料

から世界の歴史に関する

様々な情報を適切かつ効果

的に調べまとめている。 

 

 

世界の歴史の大きな枠組みと

展開に関わる事象の意味や意

義、特色などを、時期や年代、

推移、比較、相互の関連や現

代世界とのつながりなどに着

目して、概念などを活用して

多面的・多角的に考察したり、

歴史に見られる課題を把握し

解決を視野に入れて構想した

りする力や、考察、構想した

ことを効果的に説明したり、

それらを基に議論したりして

いる。 

世界の歴史の大きな枠組みと

展開に関わる諸事象につい

て、国家及び社会の形成者と

して、よりよい社会の実現を

視野にそこで見られる課題を

主体的に探究、解決しようと

している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 



 

※令和４年度以降入学生用 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 世
界
史
への
ま
な
ざ
し 

自身の生活と世界史のかか

わり 

a: 自然環境と人類の関わり、お

よび人類の進化の過程の概要を

理解している。 

今日の社会で一般的とされてい

ることの多くが歴史的に形成さ

れたもので、地域や時代によって

は一般的ではないことを理解し

ている。 

b: 長期にわたる地球気温の変化

を示す統計資料や「地球カレンダ

ー」などの資料をもとに、地球の

自然環境が直面している危機お

よびその克服へ向けた取り組み

を、多面的・多角的に考察し表現

している。 

日常生活のなかに世界史とつな

がっているモノを見出し、自分自

身と世界のつながりを多面的・多

角的に考察し表現している。 

c: 自然環境と人類の進化につい

て、自分が抱いた興味・関心や疑

問、追究してみたいことなどを見

出して、見通しを持って学習に取

り組もうとしている。 

日常生活と世界史のつながりに

ついて、自分が抱いた興味・関心

や疑問、追究してみたいことなど

を見出して、見通しを持って学習

に取り組もうとしている。 

定期考査 定期考査 

課題 

ワーク等 



 

※令和４年度以降入学生用 

文
明
の
成
立
と
古
代
文
明
の
特
質 

・文明の誕生 

・古代オリエント文明とその周

辺 

 

a: 都市の成立や文字の使用な

ど、古代文明に共通する歴史的特

質を理解している。 

オリエントの大半が乾燥地帯で

あること、そのなかで大河流域の

メソポタミアとエジプトで灌漑

農業をもとにいち早く文明化し

たことを理解している。 

b: 壁画や粘土板などの資料をも

とに、自然環境と生活や文化との

関連性、農耕・牧畜の意義などを

多面的・多角的に考察し表現して

いる。 

ハンムラビ法典や『旧約聖書』な

どの資料をもとに、当時の社会の

特徴や世界の歴史に与えた影響

を多面的・多角的に考察し表現し

ている。 

c: 文明の誕生について、自分が

抱いた興味・関心や疑問、追究し

てみたいことなどを見出して、見

通しを持って学習に取り組もう

としている。 

オリエント文明について、自分が

抱いた興味・関心や疑問、追究し

てみたいことなどを見出して、見

通しを持って学習に取り組もう

としている。 

定期考査 定期考査 

課題 

ワーク等 



 

※令和４年度以降入学生用 

西
ア
ジ
ア
と
地
中
海
周
辺
の
国
家
形
成 

西
ア
ジ
ア
と
地
中
海
周
辺
の
国
家
形
成" 

  

・ローマと地中海支配 

・キリスト教の成立と発展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: ローマがどのような経緯で都

市国家から帝国にいたったのか、

またローマ人の文化にはどのよ

うな特徴があるのかを理解して

いる。 

勢力を拡大させていたキリスト

教をローマ帝国がどのように利

用しようとしたのかを理解して

いる。 

b: モザイク画などの図像資料や

「神皇アウグストゥス業績録」な

どの資料をもとに、ローマが地中

海世界を統一し、それを維持でき

た理由を多面的・多角的に考察し

表現している。 

当時の地中海世界の状況をふま

えたうえで、キリスト教が急速に

広がった理由を多面的・多角的に

考察し表現している。 

c: 古代ローマについて、自分が

抱いた興味・関心や疑問、追究し

てみたいことなどを見出して、見

通しを持って学習に取り組もう

としている。 

キリスト教の成立について、自分

が抱いた興味・関心や疑問、追究

してみたいことなどを見出して、

見通しを持って学習に取り組も

うとしている。 

定期考査 定期考査 

課題 

ワーク等 



 

※令和４年度以降入学生用 

２ イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
伝
播
と
西
ア
ジ
ア
の
動
向 

・イスラーム教の諸地域への

伝播 

・西アジアの動向 

a: 中央アジア・南アジア・東南

アジア・アフリカの各地でどのよ

うにイスラーム化が進んだのか

を理解している。 

アッバース朝衰退後の西アジア

において、政治的統一は失われた

が、経済・文化の交流を通じてイ

スラーム教徒（ムスリム）の連帯

が維持されたことを理解してい

る。 

b: 諸地域の交流・再編に関わる

諸事象の背景や原因、結果や影

響、事象相互の関連、諸地域相互

のつながりなどに着目し、諸地域

の交流・再編を読み解く観点につ

いて考察し、問いを表現してい

る。 

『トルコ語・アラビア語辞典』序

文などの資料をもとに、イスラー

ム教の伝播・拡大においてトルコ

人の果たした役割を多面的・多角

的に考察し表現している。 

トルコ人の進出・十字軍遠征・モ

ンゴル勢力の襲来といった外圧

が、西アジアの社会へおよぼした

影響を多面的・多角的に考察し表

現している。 

c: 諸地域の交流・再編について、

自分が抱いた興味・関心や疑問、

追究してみたいことなどを見出

して、見通しを持って学習に取り

組もうとしている。 

イスラーム教の各地への伝播に

ついて、自分が抱いた興味・関心

や疑問、追究してみたいことなど

を見出して、見通しを持って学習

に取り組もうとしている。 

変動する西アジアの情勢につい

て、自分が抱いた興味・関心や疑

問、追究してみたいことなどを見

出して、見通しを持って学習に取

り組もうとしている。 

 

 

定期考査 定期考査 

課題 

ワーク等 



 

※令和４年度以降入学生用 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
変
容
と
展
開 

・西ヨーロッパの封建社会とそ

の展開 

・東ヨーロッパ世界の展開 

a: 中世の西ヨーロッパで発達し

た商業の活動状況とその特徴に

ついて、従来との比較をふまえて

理解している。 

ビザンツ帝国の衰退の過程と、そ

の周辺のスラヴ人および非スラ

ヴ人の動向について理解してい

る。 

b: 中世都市の景観を示す図像資

料や当時の交通路を示す地図を

もとに、十字軍が西ヨーロッパに

与えた影響を多面的・多角的に考

察し表現している。 

西ヨーロッパやイスラーム勢力

との関係をふまえたうえで、ビザ

ンツ帝国の衰退の要因を多面

的・多角的に考察し表現してい

る。 

c: 中世の西ヨーロッパについ

て、自分が抱いた興味・関心や疑

問、追究してみたいことなどを見

出して、見通しを持って学習に取

り組もうとしている。 

東ヨーロッパ世界について、自分

が抱いた興味・関心や疑問、追究

してみたいことなどを見出して、

見通しを持って学習に取り組も

うとしている。 

 

 

定期考査 定期考査 

課題 

ワーク等 



 

※令和４年度以降入学生用 

３ ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
変
容
と
展
開 

・西ヨーロッパ世界の変容 

・西ヨーロッパの中世文化 

a: 封建社会の衰退と教皇権の衰

退の過程および中央集権国家に

向けた西ヨーロッパ各国の動き

を理解している。 

中世の西ヨーロッパの文化につ

いて、キリスト教の影響が大きか

ったことを理解している。 

b: 大憲章や金印勅書などの資料

をもとに、中央集権国家の形成に

向けた各国の動きの共通点と相

違点を多面的・多角的に考察し表

現している。 

大聖堂の写真や大学の講義風景

を描いた図像資料などをもとに、

中世の西ヨーロッパの文化的な

特徴を多面的・多角的に考察し表

現している。 

c: 西ヨーロッパ世界の変容につ

いて、自分が抱いた興味・関心や

疑問、追究してみたいことなどを

見出して、見通しを持って学習に

取り組もうとしている。 

中世の西ヨーロッパの文化につ

いて、自分が抱いた興味・関心や

疑問、追究してみたいことなどを

見出して、見通しを持って学習に

取り組もうとしている。 

 

 

定期考査 定期考査 

課題 

ワーク等 

 

 a: 

b: 

c: 

 

   

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


